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ＧＤＮ国際開発賞2010の募集が始まりました。今号では同賞の募集に関して詳しくお知ら

せするとともに、7月16日に行われたGDN-Japanネットワーク会合について、また、EADN

の新議長に就任した  

Josef T. Yap氏（Philippine Institute for Development Studies：PIDS所長）とGDN‐Japan関

係者との面談結果などについてご報告します。  
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【hot issue】 ＧＤＮ国際開発賞（GDN Awards & Medals Competition）2010募集開始  

**********************************************************************  

 

日本政府が2000年以来、その主要部分の支援を行っているGDN国際開発賞の募集が

開始されました。国際開発賞は発展途上国の研究者によるユニークな調査研究や開発

プロジェクトのイノベーションを奨励することを通じ、人材育成することを目的に設けられ

ているものです。  

http://www.jica.go.jp/gdn/japanese/index.html
http://www.gdnet.org/CMS/(EmptyReference!)


 

その趣旨から、応募者は途上国からに限られますが、日本の機関や個人と連携して調

査研究やプロジェクトを実施している途上国の研究者や実務者なども応募することがで

きます。同賞は調査研究部門と  

プロジェクト部門に分けられ、前者は完成した論文、もしくは今後実施予定の研究プロポ

ーザル、後者は現在実施中で今後拡大・発展を予定しているプロジェクトが対象となりま

す。募集テーマは  

「開発金融（Development Finance: Channelling finance to sustainable development）をメイ

ンとし、個別テーマとして以下の3カテゴリーで募集しています。  

"External Capital Flows and Financing for Development"  

"Domestic Resource Mobilization and Financial Sector Development: Another Angle to 

Look at the MDGs in a post-crisis world?"  

"Innovative Sources of Development Finance"  

募集の締め切りは、プロジェクト部門が2010年9月9日、調査研究部門は10月18日です。

そして、最終選考に残った応募者は、2011年1月16日から18日にコロンビア・ボゴタで開

催予定のGDN第12回年次会合に招待され、プレゼンテーションの結果を受けて受賞者

が決定されます。応募資格を有する開発途上国の研究者の方々に、幅広くお声掛けい

ただければ幸いです。  

 

参照  

http://www.gdnet.org/cms.php?id=2010_awards_launch_feature  

 

http://www.gdnet.org/cms.php?id=2010awards  
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【news etc.】  

**********************************************************************  

 

▼EADN（GDN東アジア開発ネットワーク）新議長Yap氏との面談  

 

GDN-Japanの三輪修己ヘッド、林薫アドバイザー、野田光地事務局員が、EADNの新議

長に就任したJosef T. Yap 氏（Philippine Institute for Development Studies：PIDS所長）

と、7月2日に面談を行いました。  

 

GDNの途上国地域ネットワークの一つであるEADNヘッドが、７月１日付でTDRI（Thailand 

Development Research Institute）所長のChalongphob氏から、フィリピンのPIDS所長の

Yap氏に交替しました。JICA研究所では、７月2日にYap氏が国際会議に出席するために

来日した機会を捉えて、関西空港で同氏と今後の協力関係、GDN2011への対応などに

http://www.gdnet.org/cms.php?id=2010_awards_launch_feature
http://www.gdnet.org/cms.php?id=2010awards


ついて話し合いました。  

GDN2011に関しましては、GDN本部がネットワーク間のパラレルセッション共催、連携を

奨励していることもあり、GDN本部が全体テーマとして想定している「開発金融の多様化

(Diversification of Development Finance)」を中心としたコンセプトのもと、パラレルセッショ

ン共催の具体化に向け、発表者等を両ネットワークのなかで検討していくことで概ね合意

しました。今後、これに沿ってGDN-Japanの皆様とも御相談していきたいと思います。  

 

 

▼GDN-Japan運営協議会・第20回ネットワーク会合開催  

7月16日、JICA研究所に関係者が集まり、GDN-Japan運営協議会と第20回ネットワーク

会合が行われました。運営協議会に続いて行われたネットワーク会合では、はじめに事

務局から、ボゴタで開催予定の第12回GDN年次会合の概要について説明を行いました。

続いて林薫アドバイザーが、7月2日の Yap 氏（ＥＡＤＮ新議長）との面談内容について

報告するとともに、年次会合で予定されているGDN-Japan・EADN共催によるパラレルセ

ッションに関し、アジアの新興ドナーや海外労働者による送金の開発インパクトなどをテ

ーマとするコンセプト案の説明を行いました。また、近藤正規GDN-Japan理事から、先月

開催されたGDN理事会で、GDNのネットワーク機能やクオリティの確保などに関して行わ

れた議論の結果報告がありました。  

ネットワーク会合では、年次会合でのパラレルセッションについて、またGDNの運営方法

などについて参加者による活発な意見交換が行われました。GDN-Japanは、同会合で

の議論を踏まえ、年次会合に向けて準備を進める予定です。  

また、近藤理事の任期が今年12月末までとなっており、新たな理事選出に向け、事務局

よりネットワーク・メンバーの皆さまにご協力を要請しました。  

 

 

▼GDNビデオライブラリー紹介（世界銀行チーフエコノミストJustin Lin氏他）  

http://www.gdnet.org/cms.php?id=video&youtube_id=18  

 

 

▼GDN本部の最新ワーキングペーパー  

 

http://www.gdnet.org/cms.php?id=publications_listing&type_id=1  
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▽次回は２０１０年９月下旬に配信予定です。  

 

http://www.gdnet.org/cms.php?id=video&youtube_id=18
http://www.gdnet.org/cms.php?id=publications_listing&type_id=1


▽お問い合わせやご意見、ご感想、また配信先の変更・解除は、こちらまでお願い致しま

す。  

dritrn-gdn-japan@jica.go.jp （GDN－Japan事務局）  
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